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令
和
四
年
度
生
坂
村
歳
入
歳

出
決
算
が
九
月
村
議
会
定
例
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
第
六
次
総
合
計
画
の
三
年
目

を
迎
え
た
令
和
四
年
度
は
、
将

来
像「
確
か
な
暮
ら
し
を
明
日
に

つ
な
ぎ 

明
る
く 

健
や
か
に
生

き
る
村
」の
実
現
に
向
け
て
当
計

画
、
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
や
各
計
画
に
基
づ
き
、
住
民

福
祉
の
向
上
や
産
業
振
興
等
を

図
る
た
め
の
各
種
事
業
の
実
施

と
、
人
口
減
少
対
策
に
お
け
る

「
生
坂
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」に
沿
っ
た
施
策
を

推
進
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
々
が
健
康
で
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、高

齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

を
一
体
的
に
取
り
組
み
、福
祉
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
子
育
て
支
援
事
業
は
、
高
校

生
バ
ス
通
学
費
の
補
助
を
新
た

に
設
け
、子
育
て
世
代
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
策
を
拡
充
し
ま
し

た
。保
健
事
業
で
は
、各
種
検
診

や
教
室
を
通
じ
た
健
康
指
導
、

訪
問
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。そ
の
他
に
も
、各
種
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
出
産
祝
金
等
を
行
い
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
の
支
援

を
し
ま
し
た
。

　
産
業
振
興
事
業
で
は
、
農
業

用
水
上
生
坂
草
尾
ラ
イ
ン
の
暗

渠
排
水
路
の
改
修
工
事
を
実
施

し
、地
域
に
必
要
な
揚
水
機
能
の

維
持
、
維
持
管
理
労
力
の
軽
減

や
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。
令

和
元
年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
道

の
駅
い
く
さ
か
の
郷
」の
運
営
も

軌
道
に
乗
り
、
利
用
者
が
増
え

る
な
か
、今
後
も
村
の
農
業
振
興

や
農
家
所
得
の
向
上
、雇
用
の
創

出
、交
流
人
口
の
増
加
、地
域
住
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（単位:万円）

※その他は、議会費、商工費、災害復旧費※その他は、使用料、繰越金、地方譲与税など
（普通会計とは一般会計と村営バスの特別会計を合計したものです）

令和３年度令和３年度

地方交付税

国庫支出金

県支出金

地方債

繰入金

村　税

その他

公債費

歳 入
令和４年度 26億2,003万円
令和３年度 25億7,316万円

歳 出
令和４年度 26億5,310万円
令和３年度 25億9,121万円

普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出

137,376136,745

26,257

23,262

16,538
9,897
4,419

42,003 37,067

9,960
13,179

15,969

28,802

22,957

73,456

43,589

35,152

32,864

23,885

16,008

12,927
11,876
12,246

74,201

43,614

29,446

35,673

13,040

23,822

6,318
11,975

19,227 その他

消防費
衛生費

民生費

総務費

農林水産業費

教育費

土木費 

令和4年度
生坂村の決算
議会9月定例会で認定
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民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
一
翼

を
担
う
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま

す
。人
口
減
少
対
策
と
し
て
、石

原
団
地
の
若
者
定
住
促
進
住
宅

二
棟
を
建
設
し
、五
カ
年
計
画
八

棟
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。ま

た
、
住
民
の
皆
様
方
の
利
便
性

向
上
や
地
域
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
等
の

発
行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

災
害
対
策
と
し
て
、さ
ぎ
の
平
地

区
の
防
災
拠
点
施
設
の
新
設
、日

岐
区
防
災
公
園
整
備
の
着
手
、

上
生
坂
区
の
防
火
水
槽
の
新
設
、

消
防
車
等
の
移
動
系
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
長
期
化
や
物
価
高
騰
に
直

面
し
影
響
を
受
け
て
い
る
住
民

や
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、生

活
応
援
商
品
券
、
物
価
高
騰
対

策
生
活
応
援
商
品
券
の
配
布
や

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発

行
し
、
村
内
の
消
費
拡
大
を
促

し
、地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め

ま
し
た
。ま
た
、ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
と
し
て
引
き
続
き
、新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
必
要
な

措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
特
別
会
計
で
は
、

安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
を
図

る
た
め
、建
設
か
ら
五
〇
年
以
上

が
経
過
し
た
上
生
坂
第
一
配
水

池
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
普
通
会
計
の
歳
入
総
額
は
二

六
億
五
，三
一
〇
万
円
で
ハ
ー
ド

事
業
の
増
に
伴
い
、
前
年
度
比

二
．四
％
増
、六
，一
八
九
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。地
方
債
は

繰
越
分
を
含
め
て
、二
憶
八
，八

〇
二
万
円
の
借
入
を
行
い
、事
業

の
財
源
と
し
ま
し
た
。ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
金
を
積
み
立
て
た「
い

く
さ
か
」応
援
基
金
か
ら
五
，五

〇
五
万
円
を
繰
り
入
れ
、村
の
創

生
事
業
や
福
祉
分
野
で
財
源
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
状
況
は
、重
点
施
策
、

普
通
建
設
事
業
等
の
実
施
に
よ

り
、総
額
は
二
六
億
二
，〇
〇
三
万

円
で
前
年
度
比
四
，六
八
七
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。財
政
運

営
の
将
来
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、借
入
金
一
件
の
早
期
返
済
を

行
い
ま
し
た
。公
債
費
は
二
憶
八
，

四
〇
九
万
円（
早
期
返
済
四
，四

五
五
万
円
除
）の
支
出
と
な
り
、

基
金
は
、一
憶
六
，八
九
四
万
円
の

積
立
を
行
い
、特
別
会
計
を
含
め

た
年
度
末
残
高
は
二
一
憶
八
，二

〇
九
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会計区分 歳入総額 歳出総額 差引額

普
通
会
計

一般会計 264,666 261,453 3,213
（うち繰越額205）

村営バス 3,826 3,732 94

（会計間繰入） △ 3,182 △ 3,182

小　　計 265,310 262,003 3,307

福 祉 セ ン タ ー 9,563 9,561 2

簡 易 水 道 20,761 20,294 467

国 民 健 康 保 険 22,225 22,135 90

農 業 集 落 排 水 10,077 10,032 45

介 護 保 険 33,787 30,849 2,938

後期高齢者医療 2,893 2,893 0

小　　計 99,306 95,764 3,542

合　　計 364,616 357,767 6,849

会計別決算額 （単位：万円）

区　　　分 決算額 収入未済額 不納欠損額

村 民 税 6,353 70

固 定 資 産 税 8,518 182 6

軽 自 動 車 税 881 7

村 た ば こ 税 217

合　　計 15,969 259 6

村税の状況 （単位：万円）

「収入未済額」…その年度の歳入として調定した額のうち、会計
年度中に納入されなかった額のこと。この収入未済金は、翌年
度も引き続き徴収に努めることになります。

「不納欠損」…滞納分の徴収金が破産、死亡、行方不明等、何ら
かの理由により徴収できなくなったとして、その調定の金額を
消滅させること。（その処理を行った金額）

４年度増減 4年度末計 会 計 名

財 政 調 整 基 金 10,425 74,163

一 般 会 計

減 債 基 金 △ 1,339 37,251

土 地 開 発 基 金 0 1,917

ふ る さ と 育 成 基 金 0 1,860

地 域 振 興 基 金 55 63,220

ふ る さ と 水 と 土 基 金 0 706

地 域 福 祉 基 金 0 13,027

中山間地域活性化推進事業基金 0 1,018

福 祉 の 村 づ くり 推 進 基 金 0 1,724

ふるさと「いくさか」応援基金 △ 1,845 12,873

有線テレビジョン放送施設等管理運営基金 0 1,687

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 38 65

小　　計 7,334 209,511

国 民 健 康 保 険 基 金 0 7,744 国 保 特 別 会 計

介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 936 945 介護保険特別会計

福 祉 セ ン タ ー 基 金 9 9 福祉センター特別会計

小　　計 945 8,698

合　　計 8,279 218,209

積立金（貯金）の状況 （単位：万円）

区　　分 令和４年度末現在高 令和３年度末現在高

普通会計 25億3,957万円 25億7,611万円

簡易水道 2億4,946万円 1億7,462万円

下 水 道 2億9,128万円 3億4,377万円
32億1082万円 32億1082万円

合　　計 30億8,031万円 30億9,450万円

村債（借金）の状況
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令和 4年度に実施した主な事業令和 4年度に実施した主な事業

※保育園園庭遊具設置工事………………………………600万円

児童手当支給事業………………………………………2,225万円

健やかに産み育む子育て支援事業……………………… 63万円

出産祝金支給事業…………………………………………210万円

母子保健事業……………………………………………… 64万円

子育て支援犀龍小太郎助成金…………………………… 92万円

スクールバス運行委託料…………………………………253万円

学級支援員・学校図書館司書配置事業…………………540万円

中学校ＩＣＴ学習環境整備事業（電子黒板）………… 57万円

中学校ICT機器共同調達負担金……………………………137万円

外国青年（ALT）招致事業… ……………………………354万円

児童館・児童クラブ事業…………………………………504万円

放課後子どもプラン推進事業…………………………… 26万円

北海道標津町中学生交流事業（中学２年３年）………179万円

私学助成補助（７名）…………………………………… 14万円

奨学金（大学生1名）……………………………………… 60万円

文化系・体育系教室運営…………………………………109万円

地域未来塾………………………………………………… 25万円

図書室図書購入……………………………………………141万円

令和５年二十歳の集い（旧成人式）……………………… 9万円

学校給食各種補助金………………………………………648万円

給食調理機器更新（スチームコンベクション）………176万円

入学祝金（小学校８名・中学校16名・高校生11名）

……………………………………………………………… 51万円

村誌デジタル書籍化作業委託…………………………… 30万円

高校生バス通学費補助…………………………………… 41万円

健やかに子どもたちが育ち学び続けられる村づくり
子育て・教育・スポーツ・歴史・伝統・文化

福祉医療給付事業………………………………………1,110万円

伝染病予防対策事業

（うち子育て支援犀龍小太郎助成金38万円）… ………489万円

社会福祉協議会事業補助金……………………………1,161万円

うち協議会運営検討300万円、※物価高騰対策155万円

障がい者福祉事業………………………………………3,810万円

シルバーセンター運営負担金……………………………180万円

老人クラブ活動補助金等交付支給……………………… 47万円

後期高齢者医療広域連合負担金………………………3,104万円

養護老人ホーム措置費……………………………………666万円

長寿祝金事業（白寿３名・米寿25名）… ……………… 40万円

生きがい活動支援通所事業………………………………674万円

配食サービス事業…………………………………………259万円

高齢者生活福祉センター運営事業………………………664万円

有償運送サービス事業……………………………………797万円

病院群輪番制病院運営事業負担金……………………… 40万円

成人病予防対策事業………………………………………446万円

みんなが元気でにこにこ暮らせる村づくり
保健・医療・社会保障・福祉・人権

スカイスポーツ公園情報配信システム整備……………211万円

移住定住及び空き家対策事業補助金……………………409万円

生坂リノベーション塾事業（元気づくり支援金事業）…378万円

雲根地区いくさか『創造の森』整備関係………………309万円

創造の森プロジェクト事業（元気づくり支援金事業）… 94万円

交通災害共済会費（全村民無料化）…………………… 33万円

安曇野松筑広域環境施設組合負担金……………………256万円

可・不燃ごみ処理委託料他………………………………926万円

穂高広域施設組合負担金………………………………1,756万円

脱炭素ロードマップ策定事業委託………………………990万円

道路メンテナンス補助事業測量設計（繰越分）……1,505万円

道路メンテナンス補助事業測量設計・補修工事……5,808万円

村道維持修繕工事関係…………………………………6,504万円

除雪事業費…………………………………………………419万円

気持ち良くゆったり暮らせる村づくり
生活基盤の整備・住環境・環境保護・安全安心

（※のついている事業は、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用しました）
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ふるさと納税事業関係…………………………………6,850万円

県営中山間総合整備事業………………………………1,500万円

農業水路等長寿命化・防災減災事業水路改修工事…2,560万円

米の生産調整対策関連事業（村内一円）………………103万円

（公財）生坂村農業公社運営事業（保有合理化事業等）

……………………………………………………………3,974万円

農業次世代人材投資事業（経営開始型）………………600万円

新規就農者育成総合対策（経営開始・経営発展）…1,131万円

中山間地域直接支払事業（９集落・47.9ha）… ………830万円

多面的機能支払交付金事業

（共同活動8地区・施設長寿命化４地区）………………529万円

鳥獣害防除器具設置事業補助金（25件）… ……………260万円

ウッドチッパーの購入等（元気づくり支援事業）……408万円

道の駅いくさかの郷運営費……………………………8,156万円

松林健全化推進事業（空中散布防除、伐倒くん蒸処理）

………………………………………………………………613万円

ライフライン保全対策事業（村道支障木伐採）………171万円

※生活応援商品券………………………………………1,704万円

※いくさかマル得商品券発行事業補助金……………2,015万円

商工会補助金及び小規模事業指導費……………………520万円

山清路公園案内看板等整備………………………………138万円

店舗整備促進事業補助金（２事業者）…………………242万円

活気にあふれにぎわいに満ちた村づくり
農林業の発展・商工観光の発展

住民税非課税世帯等臨時特別給付金…………………1,310万円

価格高騰緊急支援金給付…………………………………925万円

生活困窮世帯緊急支援金…………………………………150万円

※敬老御祝商品券…………………………………………164万円

保育園自動水栓化改修……………………………………100万円

子育て世帯生活支援特別給付金…………………………115万円

新型コロナウイルスワクチン接種関係…………………988万円

新型コロナウイルス感染症第６波対応事業者支援交付金

事業者支援交付金（商工業者61者）… …………………395万円

※物価高騰対策生活応援商品券………………………1,173万円

小学校感染症対策消耗品（繰越）……………………… 92万円

新型コロナウイルス対策・物価高騰対策

道路災害復旧工事（下生坂）……………………………259万円 農道９月豪雨災害復旧事業（宇留賀）………………… 92万円

その他

広報いくさか発行業務……………………………………152万円

※議場映像音声システム更新……………………………942万円

ペーパーレス会議システム用タブレット端末導入……229万円

生坂村絆づくり支援金……………………………………110万円

区振興交付金（10地区）… ………………………………441万円

コンビニ交付サービス導入業務…………………………660万円

※マイナンバーカード普及促進…………………………144万円

いくさか大好き隊事業（隊員19名）… ………………8,573万円

特定地域づくり事業協同組合事業………………………700万円

CATV障害修繕工事…………………………………………268万円

社会保障・税番号制度システム整備に係る委託料…… …268万円

みんなで元気な村づくり
村民主体の村政（協働）・行政組織

若者定住促進住宅建設工事……………………………5,645万円

住宅リフォーム等補助（４件）………………………… 64万円

消防団員装備品整備………………………………………155万円

分団運営交付金……………………………………………177万円

消防団員応援商品券発行…………………………………141万円

消火栓取替工事……………………………………………373万円

防災公園整備に伴う旧南小学校体育館解体…………2,482万円

防火水槽新設工事（梅月地区）…………………………682万円

日岐公園遊具設置等………………………………………449万円

さぎの平防災拠点施設整備……………………………2,555万円

消防車等の移動系防災無線デジタル化………………3,080万円…
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■令和４年度決算に基づく生坂村の健全化判断比率
健全化判断比率（指標名） 生　坂　村 早期健全化基準 財政再生基準 解　　　　　　説

①実質赤字比率 − 15.00 20.00
標準財政規模に対する一般会計等（村では「一般」、「村
営バス」会計を言います）における実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

②連結実質赤字比率 − 20.00 30.00
標準財政規模に対する地方公共団体すべての会計に
おける実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

③実質公債費比率 7.3％ 25.00 35.00
標準財政規模に対する一般会計等が負担する元利償
還金、準元利償還金の割合の3 ヵ年平均

［参考:前年度/生坂村7.2%］

④将来負担比率 − 350.00
標準財政規模に対する一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債の額の割合

［参考:前年度/生坂村 ―］

※当村では実質赤字、連結実質赤字、将来負担比率が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

■令和４年度決算に基づく生坂村の資金不足比率
会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準 解　　　　　　説

簡易水道特別会計 − 20.00 　
各公営企業会計における事業規模に対する資金の不足
額の割合 … 公営企業会計にあっては、生坂村は左記
の３会計があります。

［参考：前年度／生坂村3会計とも − ］

農業集落排水特別会計 − 20.00 　

福祉センター特別会計  − 20.00 　

※当村では資金不足が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

生坂村生坂村のの財政健全化判断比率等財政健全化判断比率等のの状況状況

　財政健全化判断比率等の状況　財政健全化判断比率等の状況

　地方公共団体の財政の健全化を目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、市町村は

毎年度健全化判断比率を監査委員の審査に付して議会に報告し、公表することが義務づけられています。

　令和４年度の決算等の数値を用いて、健全化判断比率や資金不足比率を次のとおり算定し、７月に監査委員

の審査を受けて９月に議会へ報告を行いました。

◎村の財政状況について、健全化判断比率や解説に関する用語説明などは、
　生坂村ホームページで公表しておりますので、ご覧ください。
　　　　URL:http://www.village.ikusaka.nagano.jp

◎県内の状況は、長野県ホームページでもご覧いただけます。
　　　　URL:http://www.pref.nagano.jp
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■『
古
本
市
＆
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』

開
催
！

　
一
一
月
一
八
日（
土
）に
古
本

市
＆
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
を
開
催
し

ま
す
。

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育

館
で
、例
年
行
っ
て
い
る
古
本
市

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
図
書

室
で
除
籍
に
な
っ
た
資
料
や
、

提
供
さ
れ
た
本
な
ど
を
、
無
料

で
ご
来
場
の
皆
様
に
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
も
の
で
す
。

　
図
書
室
で
貸
出
し
て
い
て
一

定
期
間
を
過
ぎ
た
雑
誌
、
レ
シ

ピ
本
や
教
養
本
・
健
康
に
つ
い
て

の
実
用
書
、
文
庫
本
に
マ
ン
ガ
、

物
語
の
本
な
ど
幅
広
く
ご
用
意

し
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
度
新
し
い
企
画

と
し
て
、生
涯
学
習
施
設
た
ん
ぽ

ぽ
に
て
一
日
だ
け
の「
ブ
ッ
ク
カ

フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
当

日
は
児
童
館
ホ
ー
ル
を
カ
フ
ェ

と
し
て
解
放
し
ま
す
の
で
、お
茶

を
飲
み
な
が
ら
好
き
な
本
に
つ

い
て
語
ら
っ
た
り
、古
本
市
で
選

ん
だ
本
を
早
速
楽
し
ん
だ
り
、

【
松
本
山
雅
Ｂ.

Ｆ.

Ｃ
】

第
二
一
回
ア
ク
サ
ブ
レ
イ
ブ
カ

ッ
プ 

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
日

本
選
手
権
出
場
の
お
知
ら
せ

　
生
坂
村
出
身
の
平
林
太
一
君

が
所
属
す
る
、ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
松
本
山
雅
Ｂ
．Ｆ
．

Ｃ
が「
第
二
一
回 

ア
ク
サ 

ブ
レ

イ
ブ
カ
ッ
プ 

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
日
本
選
手
権
」に
出
場
い
た

し
ま
す
。

　
一
一
月
に
予
選
ラ
ウ
ン
ド
を
全

国
二
会
場
で
開
催
し
、各
グ
ル
ー

プ
上
位
二
チ
ー
ム
の
計
一
〇
チ
ー

ム
が
準
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
へ
進
出
。

フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ウ
ン
ド
で
、決
勝

戦
お
よ
び
三
位
決
定
戦
を
行
い

ま
す
。

　
松
本
山
雅
Ｂ
．Ｆ
．Ｃ
は
一
一
月

一
八
日（
土
）一
三
時
よ
り
、東
京

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
八
王

子
富
士
森
競
技
場（
東
京
都
八

王
子
市
）に
て
、琉
球
Ａｇ
ａ
ｃ
ｈ

ｉ
と
対
戦
い
た
し
ま
す
。

思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。併
せ
て
、映
画

の
上
映
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
図
書
室
を
利
用
し

て
、電
子
図
書
館「
デ
ジ
と
し
ょ

信
州
」に
登
録
し
て
み
る
の
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
深
ま
る
秋
、色
々
な「
読
書
の

秋
」に
出
合
う
一
日
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
細
は
、「
図
書
か
ん
だ
よ
り

一
一
月
号
」
や
同
報
無
線
、Ｉ
Ｃ

Ｎ
、
村
内
公
共
施
設
に
掲
示
す

る
ポ
ス
タ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◦
場
所
／
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
・

　
生
涯
学
習
施
設
た
ん
ぽ
ぽ

◦
時
間
／

　
一
〇
時
か
ら
一
六
時
ま
で

　
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

予
定
変
更
の
場
合
は
同
報
無
線

や
Ｉ
Ｃ
Ｎ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

一
般
の
方
の
観
戦
も
可
能
で

す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
松
本

山
雅
Ｂ
．Ｆ
．Ｃ
へ
の
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
目
が
見
え
な
い
世
界
を
体
験

　
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
は
、運

動
能
力
に
か
か
わ
ら
ず
皆
さ
ん

が
参
加
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
視
界
の
な
い
状
態
で
行
う
ブ

ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
は
、普
段
慣

れ
親
し
ん
だ
サ
ッ
カ
ー
と
は
一
味

も
二
味
も
違
い
ま
す
。視
界
の
な

い
状
態
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
難
し
さ
、暗
闇
の
中
で
走
る

こ
と
の
怖
さ
。相
手
を
思
い
や
っ

た
言
葉
が
け
の
重
要
さ
、仲
間
を

信
頼
し
て
前
に
進
む
勇
気
。ブ
ラ

イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
体
験
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、様
々
な
気
付

き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
備
品
は
松
本
山
雅
Ｂ
．Ｆ
．Ｃ

よ
り
お
貸
出
し
い
た
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

☎
八
八-

五
五
二
三

☆
地
域
未
来
塾（
中
学
生
）

　
一
一
月
　
四
日（
土
）

　
　
　
　
一
一
日（
土
）

　
　
　
　
二
五
日（
土
）

各
回
と
も
午
後
一
時
一
五
分
～

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ
二
階
会
議
室

☆
絵
手
紙
教
室

　
一
一
月
　
四
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
一
〇
時
～

会
場
・「
た
ん
ぽ
ぽ
」創
作
室

☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　
一
一
月
　
一
日（
水
）

午
後
七
時
～
八
時

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ
二
階
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム

☆
健
康
麻
雀
教
室

　
一
一
月
一
〇
日（
金
）

午
後
七
時
～
九
時

会
場
・
Ｂ
＆
Ｇ
二
階
会
議
室

☆
生
坂
村
文
化
祭

　
一
一
月
一
一
日（
土
）
～

　
　
　
　
一
七
日（
金
）ま
で

会
場
・
商
工
会
館

き
ま
し
ょ！

図
書
室

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
通
信

Ⓒ2011 YAMAGA

一
一
月
　
公
民
館
教
室
・

社
会
教
育
、
生
涯
学
習

関
連
イ
ベ
ン
ト

Ⓒ2011 YAMAGA
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私
は
、
社
会
見
学
の
時
に
茶

臼
山
動
物
園
の
ア
イ
ド
ル
、レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
を
見
ま
し
た
。レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
は
、木
の
上
に
ね
た

り
葉
の
下
で
休
ん
だ
り
す
る
動

物
で
す
。み
な
さ
ん
も
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

 

瀧
澤
　
奈
南

　
県
庁
は
、
昭
和
四
二
年
の
二

月
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。地
下
一

階
～
地
上
一
〇
階
に
二
六
〇
〇

人
以
上
が
働
い
て
い
ま
す
。
歯

医
者
や
銀
行
、
診
療
所
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
驚
き

ま
し
た
。

 

中
山
　
愛
梨

ま
す
。
善
光
寺
で
い
ろ
い
ろ
な

話
や
物
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

 

腰
原
　
俊
輔

　
九
月
一
五
日
に
社
会
見
学
で

善
光
寺
の
歴
史
と
お
じ
ぞ
う
さ

ん
の
こ
と
を
色
々
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
善
光
寺
に
行
っ
た

と
き
に
家
族
に
教
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

小
松
　
恋
翠

　
通
信
指
令
課
は
一
一
〇
番
を

う
け
る
と
こ
ろ
で
す
。二
四
時
間

の
こ
う
た
い
制
で
や
っ
て
い
ま

す
。
大
型
表
示
そ
う
ち
と
い
う

物
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
と
て
も

大
き
い
テ
レ
ビ
の
よ
う
な
も
の

で
、地
図
な
ど
を
う
つ
し
ま
す
。

 

皿
井
　
夕
子

　
六
地
蔵
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
右
の
一
番
目
は「
地

獄
」、二
番
目
は「
食
べ
物
」、
三

番
目
は「
動
物
」、四
番
目
は「
争

い
」、
五
番
目
は「
人
」、
六
番
目

は「
天
」と
六
つ
の
世
界
を
表
し

て
い
ま
す
。「
ろ
く
で
な
し
」と
い

う
言
葉
も
、こ
こ
か
ら
き
て
い
る

と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

 

曽
根
原
　
絢
平

　
私
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

動
物
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
最

後
に
見
た
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
が

と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。す

べ
て
の
動
物
を
見
終
わ
っ
た
後

に
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
を
も
う
一

度
見
に
行
き
ま
し
た
。

 

濵
野
　
奏

　
県
庁
に
は
、
中
央
政
府
か
ら

知
事
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
配
置

さ
れ
、決
め
ら
れ
た
地
域
の
政
治

を
行
っ
て
い
ま
す
。住
民
た
ち
の

要
望
な
ど
を
把
握
し
、「
政
策
」

や「
条
例
」、「
予
算
」
な
ど
を
決

め
て
実
行
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。県
庁
に
は
、診
療
所
や

歯
医
者
、郵
便
局
、銀
行
な
ど
が

あ
り
、人
々
が
安
心
し
て
く
ら
せ

る
よ
う
に
働
い
て
い
ま
す
。

 

松
下
　
藍
子

　
僕
が
社
会
見
学
で
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
の
は
善
光
寺
で
す
。

善
光
寺
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た

と
こ
ろ
は
、戒
壇
巡
り
で
す
。理

由
は
、
鍵
に
さ
わ
れ
た
か
ら
で

す
。
次
に
県
庁
に
行
き
ま
し
た
。

外
で
県
庁
の
人
が
ク
イ
ズ
を
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。通
信
指
令
室

に
行
き
ま
し
た
。エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
屋
上
か
ら
景
色
を
見
ま
し
た
。

 

丸
山
　
翔
颯

　
私
た
ち
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
動
物
を
見
ま
し
た
。
行

く
前
に
ど
の
動
物
を
み
る
か
話

し
合
っ
て
決
め
ま
し
た
。「
み
ん

な
と
動
物
園
に
い
き
た
い
」と
い

う
ゆ
め
が
か
な
い
ま
し
た
。
楽

し
か
っ
た
で
す
。

 

森
山
　
灯
里

　
善
光
寺
は
江
戸
時
代
に
建
て

ら
れ
た
、色
々
伝
説
が
残
る
寺
で

す
。ぼ
く
の
お
す
す
め
ラ
ン
キ
ン

グ
は
、ね
じ
れ
柱
で
す
。ほ
か
に

も
山
門
、か
い
だ
ん
め
ぐ
り
、仏

足
石
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

石
に
足
あ
と
を
付
け
た
仏
さ
ま

の
足
は
固
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

門
馬
　
蛍

4年生4年生
社会見学を社会見学を
ふり返ってふり返って

小学校だより　
善
光
寺
に
あ
る
輪
廻
車
と
い

う
も
の
は
、
右
回
り
に
二
回
ほ

ど
回
し
て「
南
無
。」
と
い
う
と

願
い
が
か
な
う
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
輪
廻
車
が
い
ち
ば
ん
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

 

伊
藤
　
伯

　
善
光
寺
に
は
、
仏
の
足
あ
と

を
さ
わ
る
と
足
が
速
く
な
る
も

の
や
、
体
に
さ
わ
る
と
目
の
病

気
な
ど
が
な
お
っ
た
り
す
る
仏

さ
ま
が
い
ま
し
た
。
善
光
寺
の

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。 

甲
斐
澤
　
翔

　
善
光
寺
は
、
六
四
四
年
に
本

田
善
光
が
創
建
し
ま
し
た
。
善

光
寺
に
は
、「
牛
に
引
か
れ
て
善

光
寺
参
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、体
の
け

が
な
ど
を
よ
く
す
る
神
様
が
い
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◦
お
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
や
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
を
し
て
、
自

分
で
も
改
め
て
生
坂
村
の
よ
さ

や
魅
力
を
体
感
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。ま
た
、昨
年
歓
迎
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
に
負
け
な
い
く

ら
い
歓
迎
で
き
た
と
思
う
し
、

生
坂
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
伝
え

ら
れ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

お
互
い
の
地
域
を
交
流
し
、お
互

い
の
地
域
の
よ
さ
を
感
じ
ら
れ

た
か
ら
こ
そ
、自
分
の
地
域
の
よ

さ
に
改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
、標
津
町
の
み
ん
な
も

ど
ち
ら
の
地
域
も
大
切
に
し
て

ほ
し
い
し
、私
た
ち
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。標

津
町
と
の
交
流
で
は
、
運
命
的

な
友
だ
ち
と
出
会
い
が
あ
っ
た

の
で
、ず
っ
と
標
津
町
と
の
つ
な

が
り
や
親
し
く
な
っ
た
友
だ
ち

を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◦
標
津
町
に
は
、ト
ン
ボ
や
ヘ
ビ

が
ほ
ぼ
い
な
い
ら
し
い
で
す
。あ

と
お
城
が
な
い
ら
し
い
で
す
。こ

の
二
つ
を
聞
い
た
と
き
、す
ご
く

驚
き
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
の
人
以

外
の
人
と
も
話
せ
た
し
、
交
流

を
通
し
て
共
通
点
も
い
っ
ぱ
い

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。す
ご
く
楽
し
か
っ
た

で
す
。

◦
小
二
の
時
に
社
会
見
学
で
見

た
松
本
城
が
、
今
回
の
交
流
を

通
し
て
全
然
違
っ
て
見
え
ま
し

た
。見
学
す
る
年
齢
、一
緒
に
行

く
人
が
違
う
こ
と
で
、
見
え
る

景
色
が
変
わ
る
ん
だ
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。そ
し
て
、昨
年
ぶ
り

に
た
く
さ
ん
お
話
が
で
き
て
本

当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◦
標
津
町
の
み
ん
な
と
久
し
ぶ

り
に
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
が
、
別
れ
と
な
る
と
と
て
も

さ
み
し
い
で
す
。こ
の
さ
み
し
さ

の
中
に
は
、き
っ
と
標
津
の
み
ん

な
と
仲
良
く
な
っ
た
こ
と
、み
ん

な
と
学
ん
だ
こ
と
、
み
ん
な
と

経
験
し
た
こ
と
な
ど
、
楽
し
い

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。み
ん
な
と
つ

な
が
っ
た
こ
の
縁
は
、波
紋
の
よ

う
に
広
が
っ
て
、ま
た
さ
ら
に
多

く
の
仲
間
と
出
会
う
ん
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
し
た
。

生坂中学校３学年生坂中学校３学年
北海道標津町北海道標津町
受け入れ交流学習受け入れ交流学習

中学校だより

　
九
月
五
日（
火
）～
七
日（
木
）

に
標
津
中
・
川
北
中
の
修
学
旅

行
隊
を
迎
え
て
交
流
学
習
を
行

い
ま
し
た
。昨
年
一
〇
月
に
標
津

町
へ
訪
れ
て
交
流
し
た
以
来
の

再
会
と
な
り
、
楽
し
い
交
流
学

習
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
の
振
り
返
り

◦
久
し
ぶ
り
に
会
う
人
も
い
ま

し
た
が
、同
じ
グ
ル
ー
プ
の
友
だ

ち
と
仲
よ
く
な
れ
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
た
。一
緒
に
行
動
し
た

り
、話
し
た
り
、交
流
し
た
り
す

る
中
で
、
相
手
の
こ
と
を
よ
く

知
る
こ
と
が
で
き
た
し
、自
分
の

こ
と
も
知
っ
て
も
ら
え
た
と
思

う
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
の

先
、い
つ
会
え
る
か
分
か
ら
な
い

け
ど
、絶
対
会
い
た
い
で
す
。

◦
標
津
町
の
み
ん
な
と
は
初
め

て
会
っ
て
交
流
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
全
然
話
せ
な
か
っ
た
け

ど
、
徐
々
に
仲
が
深
ま
っ
て
親

し
く
話
せ
る
よ
う
に
、
み
ん
な

と
い
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。
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生
坂
村
で
は
、よ
り
多
く
の
村

民
の
皆
様
か
ら
、村
の
取
組
方
針

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
伺
い
す

る
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
実
施
期
間
は
八
月
二
五
日

（
金
）か
ら
九
月
一
一
日（
月
）ま
で

で
、村
内
の
全
世
帯
を
対
象
に
行

い
ま
し
た
。全
戸
配
布
に
よ
り
村

内
の
六
六
六
世
帯
に
配
布
し
、七

二
・
六
％
に
あ
た
る
四
八
四
世
帯

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
・
回
収
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
常
会
長
の

皆
様
、多
岐
に
わ
た
る
項
目
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま

し
た
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、概
要
版
を

広
報
い
く
さ
か
一
〇
月
号
・
一
一

月
号
に
、全
編
を
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
村
Ｈ
Ｐ
は

　
こ
ち
ら
→

◀【
問
二
】
グ
ラ
フ

【
問
三
】

　
脱
炭
素
事
業
全
般
に
関
す
る

意
見
や
要
望
に
つ
い
て（
複
数
回

答
、自
由
記
入
）

【
問
一
】

　
生
坂
村
に
、
太
陽
光
発
電
や

小
水
力
発
電
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
活
用
な
ど
、脱
炭
素
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
は
必
要
だ
と
思

い
ま
す
か
。そ
れ
と
も
、不
必
要

だ
と
思
い
ま
す
か
。

【
問
二
】

　
現
在
、
冬
場
に
各
家
庭
で
使

用
し
て
い
る
石
油
ス
ト
ー
ブ
な

ど
化
石
燃
料
を
使
用
し
た
暖
房

機
器
を
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス

ト
ー
ブ
に
転
換
す
る
場
合
、ど
の

燃
料
材
を
希
望
し
ま
す
か
。

【
問
四
】

　
将
来
、生
坂
村
は
ど
う
い
う
場

所
・
環
境
が
い
い
と
考
え
ま
す

か
。（
複
数
回
答
、自
由
記
入
）

◦
選
択
肢

ア
健
や
か
に
子
ど
も
が
育
ち

学
び
続
け
ら
れ
る
村

イ
み
ん
な
が
元
気
で
に
こ
に

こ
暮
ら
せ
る
村

ウ
気
持
ち
良
く
ゆ
っ
た
り
暮

ら
せ
る
村

エ
活
気
に
あ
ふ
れ
に
ぎ
わ
い

に
満
ち
た
村

オ
自
然
豊
か
で
美
し
い
風
景

が
広
が
る
村

カ
山
林
が
管
理
さ
れ
動
物
と

も
共
存
し
て
い
る
村

キ
全
国
的
に
見
て
自
慢
の
ネ

タ
が
あ
る
村

ク
子
ど
も
が
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
村

ケ
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に

生
き
生
き
暮
ら
せ
る
村

コ
災
害
時
に
も
安
心
で
き
る

設
備
や
基
盤
の
あ
る
村

◀【
問
四
】
グ
ラ
フ

【
問
五
】

　
今
後
、生
坂
村
で
実
施
し
て
ほ

し
い
環
境
分
野
の
施
策
は
あ
り

ま
す
か
。（
複
数
回
答
、
自
由
記

入
）

【
問
六
】

　
家
庭
用
ご
み・
資
源
物
の
分
別

に
つ
い
て
、現
状
の
ま
ま
で
良
い

で
す
か
、ま
た
は
、資
源
物
の
分

別
を
も
っ
と
細
か
く
し
た
方
が

良
い
で
す
か
。

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度  

村
政
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

村
政
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

必要

（125 人）

どちらかと
いえば必要
（ 人）

わからない

（ 人）

どちらかと
いえば不必要

（52人）

不必要 （ 人）

回答数： 人

薪

（101人）

木質チップ

（ 人）

木質ペレット
（69人）

わからない

（148人）

木質バイオマスなら
どれでもよい
（ 人）

化石燃料からの脱却を
希望しない
（ 人）

回答数： 人

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ
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◀【
問
五
】
グ
ラ
フ

◀【
問
六
】
グ
ラ
フ

【
問
八
】

　
や
ま
な
み
荘
の
運
営
方
針
に

つ
い
て
、今
ま
で
通
り
村
で
運
営

し
た
方
が
よ
い
で
す
か
、
ま
た

は
、指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
運

営
し
た
方
が
よ
い
で
す
か
。

【
問
七
】

　
家
庭
ご
み
等
を
集
積
所
に
出

せ
る
回
数
に
つ
い
て
、現
状
の
ま

ま
で
よ
い
で
す
か
、ま
た
は
、分

別
の
種
類
に
よ
っ
て
出
せ
る
回

数
を
増
や
し
た
方
が
よ
い
で
す

か
。

【
問
九
】

　
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
の
運

営
方
針
に
つ
い
て
、今
ま
で
通
り

村
で
運
営
し
た
方
が
よ
い
で
す

か
、ま
た
は
、指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
運
営
し
た
方
が
よ
い
で

す
か
。

【
問
一
〇
】

　
高
津
屋
森
林
公
園
の
運
営
方

針
に
つ
い
て
、今
ま
で
通
り
村
で

運
営
し
た
方
が
よ
い
で
す
か
、ま

た
は
、指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

運
営
し
た
方
が
よ
い
で
す
か
。

現状のまま

（ 人）

分別をより細かく
（ 人）

その他 （ 人）

回答数： 人

現状の
ままでよい

（ 人）

その他 （ 人）

可燃類
（ 人）

缶・金属類
（ 人）

ビン

（ 人）

紙類 （ 人）
布類
（ 人）

ペット・プラ
（ 人）

その他
（ 人）

種類によって
回数を増やす

（ 人）

回答数： 人

村で運営

（ 人）

その他
（ 人）

できるだけ
早い時期
（ 人）

～ 年以内
（35人）

それ以外

（ 人）

指定管理者制度

（ 人）

回答数： 人

村で運営

（ 人）

その他
（ 人）

できるだけ
早い時期

（ 人）

～ 年以内
（ 人）

それ以外

（ 人）

指定管理者制度

（ 人）

回答数： 人

村で運営

（ 人）

その他
（ 人）

できるだけ
早い時期

（ 人）

～ 年以内

（ 人）

その他
（ 人）

指定管理者制度

（ 人）

回答数： 人
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■入札結果（9月）� （単位：千円）

担当課
入札日 種�別 事　業　名 実施・納品場所 落�札�業�者 落札価格

振興課
９月４日 工事 令和５年度

村単�村道東401号線改良工事 上生坂　原 平林建設（株） 8,635

振興課
９月４日 工事

令和５年度
緊急自然災害防止対策事業（道
路防災）舗装修繕工事

上生坂　万平 平林建設（株） 7,997

振興課
９月４日 工事

令和５年度
緊急自然災害防止対策事業（急
傾斜地崩壊）法面修繕工事

上生坂　西手 （有）犀舟建設 3,828

振興課
９月２６日 工事 令和５年度

林道施設災害復旧工事 林道　雲根線 （有）犀舟建設 2,860

振興課
９月２６日 工事 令和５年度

小舟地区送水管布設替工事 上生坂　小舟 ウォータ・サプライ 3,850

第
二
五
回
生
坂
保
育
園
運
動

会
が
一
〇
月
七
日（
土
）に
行
わ

れ
ま
し
た
。
例
年
よ
り
も
二
週

間
程
遅
い
時
期
で
の
運
動
会
で

す
が
、今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
長

か
っ
た
の
で
、ち
ょ
う
ど
良
い
時

期
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
運
動
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
主
体
性
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
普
段
の
遊
び
の
中
で
興
味

の
あ
る
こ
と
や
、取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
に
焦
点
を
当
て「
子
ど

も
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
た
運
動
会
」
に

し
よ
う
と
子
ど
も
た
ち
と
相
談

し
な
が
ら
様
々
な
競
技
を
考
え

ど
う
　
い
た
だ
き
ま
す
」で
は
、

生
坂
保
育
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
遊
具

の「
お
や
き
登
り
棒
」に
挑
戦
し

ま
し
た
。登
り
棒
の
上
に
は
、生

坂
の
特
産
物
（
お
や
き
や
ぶ
ど

う
）が
付
け
て
あ
り
、そ
こ
ま
で

が
ん
ば
っ
て
登
り
ま
す
。
日
頃

の
遊
び
の
延
長
で
楽
し
く
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
五
歳
児
競
技
「
め
ざ
せ
　
な

わ
と
び
マ
ス
タ
ー
」で
は
、春
か

ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
、縄
跳
び
を
披
露
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
得
意
な

技
に
挑
戦
し
、
ケ
ン
ケ
ン
跳
び

や
交
差
跳
び
な
ど
、
自
信
を
も

っ
て
皆
の
前
で
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
最
終
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
）

ま
し
た
。

　
三
歳
児
・
四
歳
児
の
競
技
で

は
、昨
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

大
型
遊
具
で
た
く
さ
ん
遊
ん
だ

経
験
か
ら
、ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や

登
り
棒
な
ど
を
競
技
の
中
に
取

り
入
れ
て
発
表
し
ま
し
た
。

競
技
の
入
場
で
は
「
ち
ょ
～

と
そ
こ
ま
で
い
く
さ
か
の
郷

♪
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
な

が
ら
登
場
し
ま
し
た
。

三
歳
児
競
技
「
ヤ
ッ
ホ
ー
カ

ラ
ッ
ト
リ
ン
！
」で
は
、ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
に
挑
戦
し
て
上
ま
で

よ
じ
登
り
、
カ
ラ
ッ
ト
リ
ン
の

遊
具
の
頂
上
で「
ヤ
ッ
ホ
ー
」と

叫
び
、
滑
り
台
を
滑
り
降
り
ま

し
た
。

　
四
歳
児
競
技
「
お
や
き
と
ぶ

生
坂
保
育
園
運
動
会

生
坂
保
育
園
運
動
会
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今
月
号
か
ら「
大
好
き
隊
通

信
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
！

　
八
月
の
終
わ
り
に
村
づ
く
り

推
進
室
か
ら
提
案
が
あ
り
、
新

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。今
回
、デ
ザ
イ
ン

に
使
用
し
た
写
真
は
大
好
き
隊

隊
員
が
撮
影
し
た
も
の
。

　「
今
月
の
写
真
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
大
好
き
隊
の
活
動
の
様
子

や
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
写
真

な
ど
を
コ
メ
ン
ト
と
一
緒
に
紹

介
し
て
い
く
予
定
で
す
。
新
し

い
通
信
も
ぜ
ひ
、楽
し
ん
で
ご
覧

く
だ
さ
い
♪

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い
え
ば
…

今
年
の
四
月
か
ら
い
く
さ
か
大

　
集
落
支
援
員
の
山
田
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
物
件
の

動
向
で
す
が
、九
月
末
現
在
一
物

件
が
契
約
完
了
し
、二
物
件
が
契

約
準
備
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。掲

載
か
ら
三
か
月
前
後
で
順
調
に

決
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、そ

の
分
紹
介
で
き
る
物
件
が
少
な

く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
規
登
録
、売
却

の
依
頼
が
五
物
件
入
っ
て
き
て

い
ま
す
。順
次
打
ち
合
わ
せ
後
に

掲
載
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

る
物
件
は
、状
態
や
価
格
が
様
々

で
す
。現
状
渡
し
で
売
却
と
な
る

と
価
格
は
安
く
な
る
傾
向
で
、安

好
き
隊
新
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）で
大

好
き
隊
の
様
子
や
生
坂
村
の
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
か
ら
約

半
年
、イ
イ
ネ
・
コ
メ
ン
ト
を
く

だ
さ
る
方
も
増
え
て
き
ま
し

た
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
ど
ん
な
投
稿
に
し
た
ら
見

て
い
る
人
の
目
に
留
ま
る
か

な
？
」
と
地
域
支
援
業
務
作
業

の
傍
ら
、
少
し
ず
つ
投
稿
に
変

化
を
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
の
が「
生
坂

Ｐ
Ｒ
」。
村
内
の
飲
食
店
や
商
業

施
設
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
村
内
の
人
だ
け
で

は
な
く
村
外
の
方
に
も
生
坂
村

を
知
っ
て
も
ら
え
る
大
チ
ャ
ン

ス
！
「
生
坂
村
に
行
っ
て
み
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

生
坂
村
の
魅
力
を
発
信
し
、生
坂

村
の
関
係
人
口
を
増
や
す
お
手

伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　「
私
の
お
店
紹
介
し
て
も
い

い
よ
」「
今
度
こ
ん
な
催
し
を
や

る
よ
」な
ど
な
ど
、情
報
が
あ
れ

ば
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

け
れ
ば
安
い
ほ
ど
問
い
合
わ
せ

は
増
え
ま
す
。一
方
で
、低
価
格
の

物
件
は
入
居
に
当
た
っ
て
リ
フ
ォ

ー
ム
や
片
付
け
等
が
必
要
な
ケ

ー
ス
が
多
く
、結
果
と
し
て
費
用

が
か
さ
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

少
々
高
く
て
も
す
ぐ
住
め
る
家

の
方
が
定
住
し
や
す
い
の
で

は
？
と
考
え
る
の
で
す
が
、修
繕

等
は
所
有
者
さ
ん
に
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
る
の
で
現
実
に

は
厳
し
い
、
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
。と
は
言
っ
て
も
、大
幅
な
修

繕
が
必
要
な
物
件
を
購
入
し
、ご

自
身
で
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
し
て
住
み
始

め
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

し
か
も
、少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
！

（
す
ご
い
！
）

　「
空
き
家
に
な
っ
て
随
分
経
つ

け
ど
…
」「
残
置
物
も
す
ご
く
多

く
て
片
付
け
ら
れ
な
い
…
」と
ご

心
配
が
あ
り
な
が
ら
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
掲
載
を
お
声
が
け
い

た
だ
い
た
事
例
も
数
多
く
あ
り

ま
す
の
で
、も
し
ご
近
所
で
そ
の

よ
う
な
お
話
を
聞
い
た
際
は
、

「
大
丈
夫
み
た
い
だ
よ
。
役
場
に

相
談
し
て
み
る
と
い
い
み
た

い
。」な
ど
と
、ど
う
ぞ
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
規
空
き
家

　
順
次
準
備
中

地
域
支
援
業
務
　
杉
浦 

苑
生

集
落
支
援
員
　
山
田 

尚
弘
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松
尾
芭
蕉
の
俳
句

「
夏
草
や

　 

兵
ど
も
が
　
夢
の
跡
」

　
生
坂
村
の
特
産
品
ぶ
ど
う
・イ

ク
サ
カ
ラ
ッ
ト
で
沸
い
た
九
月

の
い
く
さ
か
の
郷
は
、さ
な
が
ら

「
秋
草
や
　

　
ぶ
ど
う
の
部
屋
が
　
夢
の
跡
」

　
九
月
・一
〇
月
は
村
内
外
か
ら

一
万
人
を
超
え
る
お
客
様
に
ご

来
店
い
た
だ
き
、繁
忙
日
に
は
村

長
が
カ
ゴ
の
整
理
、副
村
長
が
入

場
制
限
対
応
、役
場
の
皆
様
に
駐

車
場
誘
導
な
ど
、多
く
の
皆
様
に

応
援
い
た
だ
き
、イ
ク
サ
カ
ラ
ッ

ト
を
お
客
様
に
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
熱
く
盛
り
上
が
っ
た
後
に
静

け
さ
を
感
じ
る
季
節
の
到
来
。

　
日
々
昼
夜
の
寒
暖
差
が
厳
し

　
お
か
げ
さ
ま
で
思
い
描
い
て

い
た
以
上
に
た
く
さ
ん
の
お
客

様
に
生
坂
村
の
ぶ
ど
う
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
ひ
と

安
心
し
て
い
ま
す
。

　
生
坂
村
産
の
農
産
物
が
村
内

の
み
な
ら
ず
、村
外
か
ら
お
越
し

の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
た

こ
と
で
、生
坂
村
を
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
に
少
し
で
も
な
っ
た

の
で
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
は
ほ
っ
と
し
た
半
面
、来
年

は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
？
ど
う

し
た
ら
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
だ
ろ
う
か
？
悩
む
日
々
。

一
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

去
る
の
で
気
を
抜
か
ず
に
。

　
で
も
、
生
坂
村
に
来
て
か
ら
、

違
う
も
の
が
ず
い
ぶ
ん
抜
け
た

よ
う
で
、枯
葉
舞
い
散
る
木
々
を

愛
で
な
が
ら
そ
こ
が
気
に
な
る

日
々
で
も
あ
り
ま
す
…
（
笑
）

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、今
年
も

長
野
県
の
冬
を「
こ
た
つ
」に
こ

も
っ
て
切
り
抜
け
よ
う
と
し
て

い
る
駅
長
で
す
。

　
今
年
の
ぶ
ど
う
シ
ー
ズ
ン
は
、

連
日
昨
年
を
上
回
る
熱
い
、暑
い

日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
出
荷
し
て
く
だ
さ
っ
た
ぶ
ど

う
農
家
の
皆
様
に
は
、い
く
さ
か

の
郷
か
ら
の
出
荷
要
請
連
絡
に

戦
々
恐
々
で
は
な
か
っ
た
か
と

今
に
な
っ
て
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
長
年
勤
め
て
い
た
職
場
を
退

職
し
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
た

と
こ
ろ
、お
や
き
作
り
の
誘
い
を

受
け
、か
あ
さ
ん
家
で
働
き
は
じ

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。お
や

き
作
り
に
は
興
味
が
あ
り
ま
し

た
が
、私
が
作
っ
た
お
や
き
が
売

り
物
に
な
る
の
か
当
初
は
心
配

で
し
た
。し
か
し
、先
輩
方
の
ご

指
導
を
受
け
な
が
ら
、半
年
が
過

ぎ
た
頃
に
よ
う
や
く
慣
れ
て
き

ま
し
た
。今
は
、お
や
き
作
り
を

楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
の
中
に
は
、「
美
味
し

い
か
ら
ま
た
買
い
に
来
ま
し
た
」

と
か「
こ
の
中
は
暑
い
で
す
よ

ね
、気
を
付
け
て
作
っ
て
く
だ
さ

い
ね
」、「
テ
レ
ビ
を
観
て
き
ま
し

た
」と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
大

変
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
お
や
き
の
味
噌
が
片

寄
っ
て
い
た
よ
」、
と
教
え
て
く

だ
さ
る
方
も
い
て
有
難
く
思
い

ま
す
。大
勢
の
方
が
買
い
に
来
て

く
だ
さ
る
昔
な
が
ら
の
灰
焼
き

お
や
き
は
、根
強
い
人
気
が
あ
る

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　
九
月
二
〇
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放

送
局「
あ
さ
イ
チ
」の
番
組
内
で
、

灰
焼
き
お
や
き
が
生
中
継
で
放

送
さ
れ
ま
し
た
。全
国
の
方
に
灰

焼
き
お
や
き
を
知
っ
て
い
た
だ

き
問
い
合
わ
せ
の
電
話
も
多
数

き
て
い
ま
す
。

　
郷
土
の
味
が
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
続
き
ま
す
よ
う
に
、ま
た
母

親
の
作
っ
て
く
れ
た
と
う
じ
う

ど
ん
、翌
朝
余
っ
た
う
ど
ん
を
お

に
か
け
に
し
て
く
れ
た
こ
と
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
な
が
ら
、私

も
、お
や
き
作
り
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

灰
焼
き
お
や
き
旋
風
が

　
　
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
ま
す

か
あ
さ
ん
家

　
藤 

澤  

や 

す 

子

一
一
月
一
九
日（
日
）に「
か
あ

さ
ん
家
感
謝
セ
ー
ル
」を
行
い
ま

す
。各
種
特
産
品
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
、皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

16



　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

法
及
び
地
方
税
法
上
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
が
、

控
除
対
象
と
な
る
の
は
令
和
五

年
中（
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら

令
和
五
年
一
二
月
三
一
日
）に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す

（
令
和
五
年
中
に
納
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
れ
ば
、過
去
の
年
度
分
の

保
険
料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料

も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で「
社

会
保
険
料（
国
人
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
対
象
者
宛
て

に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
大
事
に
保

管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
令
和
五
年
一
月
一
日
か
ら
令

　「
暮
ら
し
良
い 

豊
か
な
自
然

に 

全
員
参
加
」
を
統
一
テ
ー
マ

と
し
た
、県
の「
き
れ
い
な
信
州

環
境
美
化
運
動
」に
あ
わ
せ
て
、

生
坂
村
で
も
ご
み
の
散
乱
防
止

意
識
の
高
揚
と
環
境
美
化
の
推

進
を
図
る
た
め
、
九
月
一
五
日

（
金
）の
午
前
七
時
よ
り「
美
し
い

環
境
づ
く
り
一
斉
行
動
の
日
」を

実
施
し
ま
し
た
。

　
村
内
の
一
五
事
業
所
と
役
場

か
ら
、約
一
〇
〇
名
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、国
道
・
県

道
・
村
道
周
辺
の
ご
み
拾
い
や
、

事
業
所
周
辺
で
の
美
化
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
ご
み
の
量
は
、可
燃

ご
み
四
〇
ｋ
ｇ
、不
燃
ご
み
三
〇

ｋ
ｇ
で
、春
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
で

村
民
の
皆
さ
ん
に
回
収
し
て
い

た
だ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
た
弁
当
の
空

き
箱
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、た
ば
こ
の
吸
い
殻
と
い
っ
た

ポ
イ
捨
て
ご
み
が
国
道
沿
い
に

特
に
目
立
つ
状
況
で
、
道
行
く

人
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
　

和
五
年
一
〇
月
二
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
…

　
令
和
五
年
一
〇
月
中
旬
か
ら

一
一
月
上
旬
に
か
け
て
順
次

発
送

②
令
和
五
年
一
〇
年
三
月
令
和

五
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方（
①
の
対
象
者
を
除

く
）
…

　
令
和
六
年
二
月
上
旬
発
送

　
な
お
、ご
家
族（
配
偶
者
や
お

子
様
等
）の
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場

合
は
、ご
自
身
の
国
民
年
金
保
険

料
に
加
え
、そ
の
保
険
料
に
つ
い

て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
税
法
上

と
て
も
有
利
な
だ
け
で
な
く
、老

後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な

ど
、万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味

方
と
な
る
制
度
で
す
。保
険
料
は

忘
れ
な
い
よ
う
必
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。

　
住
む
人
、そ
し
て
訪
れ
る
人
、

そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
が
快
適
に

過
ご
し
、
ま
た
緑
豊
か
な
自
然

環
境
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
も
、次
の
点
に
つ
い
て
引

き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

◦
マ
イ
バ
ッ
グ
、マ
イ
ボ
ト
ル
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

◦
缶
、び
ん
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
は
資
源
と
し
て
分
別
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
内
各
事
業
所
の
皆
様
に
は

「
美
し
い
環
境
の
村
づ
く
り
」の

推
進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
早
朝
よ

り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
昨
年
の
九
月
か
ら
一
一
月
ま
で

の
間
、県
内
で
は
一
二
名
が
き
の

こ
採
り
中
に
遭
難
し
、う
ち
四
名

が
滑
落
や
発
病
な
ど
に
よ
り
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、遭
難
者
に
占
め
る
高
齢

者
の
割
合
が
非
常
に
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
き
の
こ
が
自
生
す
る
の
は
足

場
の
不
安
定
な
急
斜
面
が
多
く
、

き
の
こ
採
り
は
常
に
滑
落
な
ど

の
危
険
が
伴
い
ま
す
。き
の
こ
採

り
に
入
山
す
る
際
は
、こ
れ
ら
の

危
険
性
を
十
分
に
認
識
し
、慎
重

な
行
動
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

長
野
県
警
察
本
部

山
岳
安
全
対
策
課

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

「
美
し
い
環
境
づ
く
り

「
美
し
い
環
境
づ
く
り

一
斉
行
動
の
日
」

一
斉
行
動
の
日
」

き
の
こ
採
り
中
の

き
の
こ
採
り
中
の

遭
難
に
注
意
！

遭
難
に
注
意
！
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商品を入れていたもの（容器）や商品をくるんでいたもの
（包装）でプラスチック製のものが対象です。
マークがあるか確認し、もえないごみ・資源物指定袋に

いれて出してください。

●ボトル類 ●トレー類 ●カップ・パック類

○洗剤・シャンプー・
リンスなどの容器

○たれ・つゆ、乳酸菌
飲料などの容器

○目薬などの容器

○果物などのトレー
○お弁当などのトレー
○生鮮食品などのトレー

○カップ麺、インスタント食品、
コンビニ弁当などの容器

○卵、ゼリーなどのパック
○薬、日用品のケースなど

●網・ネット類
○みかん、玉ねぎ

などのネット
○果物などを包ん

だ発泡スチロー
ル製フルーツ
キャップ

●緩衝材類●ふた類

●ポリ袋・ラップ類

○家電製品などを保護した発
泡スチロール
○商品を包むシート・ネット

（プチプチなども含む）
○発泡スチロールは袋に入る

大きさにして出す

○ペットボトルのふた
○シャンプーなどの付属

ポンプ
○ソース容器の中栓
○マヨネーズの内ぶた

（シート）など

○野菜、そば、パンなどの袋
○カップ麺、たばこなどの薄

い外フィルム
○菓子などの包み
○レジ袋、衣料品の袋など

食品などが入ったままで
出さないでください‼
食品そのものはもえるごみです

軽くゆすぎ袋に入れて
出しましょう

プラスチック製の商品そのもの（容器包装ではないもの） ※ マークはありません

ビニールホース、ビニールひも、ストロー、風呂用マット、カセットテープ、ビデオテープ、
洗面器、バケツ、プランター、歯ブラシ、洗濯バサミ、ＣＤ、プラスチック食器、スプーン、
ざる、プラモデル、ボールペン、プラスチック製おもちゃ など

問合せ先：役場住民課 ６９‐３１１３（直通）

プラスチック製容器包装の分別収集にご協力を‼
（収集日 毎月第４木曜日）

対象とならないもの
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一
〇
代
で
も
歯
周
病
！

　
若
者
の
歯
周
病
が
増
え
て
い

ま
す
。思
春
期
は
、ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、歯

ぐ
き
の
腫
れ
や
出
血
な
ど
の
歯

肉
炎
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は「
思
春
期
性
歯
肉

炎
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。歯
磨

き
の
時
に
血
が
出
た
り
、
赤
く

ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
要
注
意
で
す
。

思
春
期
性
歯
肉
炎
と
は
？

　
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
歯
肉

炎
は
歯
周
炎
に
進
行
し
て
歯
を

支
え
る
骨
に
ま
で
影
響
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
若
い
人
の

歯
肉
炎
が
重
度
の
歯
周
炎
に
ま

で
進
行
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
歯
肉
炎
は
お
口
の

中
の
歯
周
病
菌
に
感
染
す
る
こ

と
で
起
こ
る
た
め
、お
口
の
中
が

清
潔
に
保
た
れ
て
い
な
い
と
再

発
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
将
来
、

本
格
的
な
歯
周
病
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
歯
科
の
受
診
と
毎

中
高
生
の
生
活
習
慣
と
歯
肉
炎

　
中
学
生
・
高
校
生
に
な
る
と

部
活
動
や
受
験
勉
強
な
ど
で
食

生
活
が
不
規
則
に
な
り
ま
す
。

近
年
で
は
長
時
間
ゲ
ー
ム
を
す

る
子
ど
も
が
多
く
、
メ
ー
ル
や

ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
が
長
い
と

歯
肉
炎
を
発
症
し
や
す
く
な
る

と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
歯
で
一
生
美
味
し
く

食
べ
る
た
め
に
は
、日
々
の
歯
磨

き
や
定
期
的
な
歯
科
検
診
と
と

も
に
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
も

大
切
で
す
。
夜
更
か
し
を
し
て
、

夜
食
を
と
っ
て
そ
の
ま
ま
寝
て

し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。生

坂
村
歯
科
診
療
所

日
の
磨
き
残
し
の
な
い
歯
磨
き

が
大
切
で
す
。

急
速
に
進
行
す
る

　「侵
襲
性
歯
周
炎
」に
注
意

　
中
年
以
降
に
多
い
一
般
的
な

歯
周
病
と
異
な
り
、一
〇
～
三
〇

代
で
発
症
し
、
急
速
に
進
行
す

る「
侵
襲
性
歯
周
炎
」と
い
う
歯

周
病
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
治

療
を
受
け
な
け
れ
ば
、
若
く
し

て
多
く
の
歯
を
失
っ
て
し
ま
う

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
要

注
意
で
す
。

　
主
な
原
因
は
歯
垢
の
中
の
細

菌
で
す
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は

特
定
の
歯
周
病
菌
の
比
率
が
高

く
、
本
来
自
分
の
体
を
守
る
は

久
し
ぶ
り
の
赤
と
ん
ぼ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、花
火
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。

　
や
ま
な
み
荘
に
も
大
勢
の
方

が
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
皆
様
も
久
し
ぶ

り
の
開
催
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。や

ま
な
み
荘
で
は
一
〇
月
の

フ
ェ
ア
と
し
ま
し
て
、秋
ラ
ー
メ

ン
フ
ェ
ア
と
秋
の
味
覚
漁
師
鍋

セ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。秋

ラ
ー
メ
ン
は
三
種
類
で
、秋
野
菜

麻
婆
あ
ん
か
け
ラ
ー
メ
ン
、鶏
け

ん
ち
ん
塩
ラ
ー
メ
ン
、レ
ッ
ド
カ

レ
ー
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
し
て
い

ま
す
。「
や
ま
な
み
荘
は
い
つ
も

い
ろ
い
ろ
な
ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
ら

れ
て
い
い
ね
」と
喜
び
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。漁
師
鍋
セ
ッ
ト
は
満

腹
セ
ッ
ト
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
三
一

日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、一
一
月
か
ら
は
年
末
年

始
と
お
庚
申
の
時
期
で
す
。お
得

で
魅
力
あ
る
プ
ラ
ン
を
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

一
雨
ご
と
に
涼
し
く
な
り
、や

が
て
寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま

す
。様
々
な
感
染
症
に
注
意
し
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ず
の
免
疫
の
働
き
の
異
常

も
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

病
気
の
発
症
や
進
行
に
は

遺
伝
的
な
要
因
が
関
係
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は

ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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九
月
二
六
日（
火
）、心
も
晴
れ

晴
れ
と
す
る
よ
う
な
気
持
ち
の

よ
き
日
に
、Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
で「
い
く
さ
か
敬
老
の
日
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
く
さ
か
敬
老
の
日
は
、令
和

元
年
に
開
催
し
て
以
降
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、令
和
二
、三
、四
年
と
式
典
を

中
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、今
年

度
は
、村
内
に
お
住
ま
い
の
七
〇

歳
以
上
の
方
九
三
名
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

あ
る
生
演
奏
を
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
の
際
の
お
茶
請

け
と
し
て
、生
坂
の
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
や
道
の
駅
い
く
さ
か

の
郷
駅
長
さ
ん
か
ら
ご
提
案
い

た
だ
い
た
、銀
不
老
大
福
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。お
茶
を
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
お
帰
り
の
際
に
、や
ま
な
み
荘

特
製「
敬
老
の
日
折
詰
弁
当
」と
、

記
念
の
お
酒
を
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
生
坂
産
新
米
、

秋
鮭
の
味
噌
漬
け
焼
き
、釜
揚
げ

　
今
年
度
、
村
内
に
は
白
寿
を

迎
え
ら
れ
る
方
が
一
名
、米
寿
を

迎
え
ら
れ
る
方
が
二
五
名
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。当
日
は
、米
寿
一

〇
名
の
方
に
牛
越
副
村
長
よ
り
、

お
祝
い
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。対

象
と
な
る
皆
様
に
は
事
前
に
意

向
を
お
伺
い
し
て
、式
典
で
表
彰

を
希
望
さ
れ
な
い
方
に
は
、一
八

日
の
敬
老
の
日
に
、村
長
や
地
区

の
民
生
委
員
さ
ん
に
よ
る
訪
問

で
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。訪
問
で
お
祝
い
し
た
方
で

二
名
の
方
が
、式
典
に
出
席
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。米

寿
・
白
寿
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま

し
た
皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
お
祝
い
に
続
い
て
は
、津
軽
三

味
線
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。

山
梨
県
か
ら
若
手
津
軽
三
味
線

奏
者
の
山
田
大
輔
さ
ん
、福
島
孝

顕
さ
ん
と
、昨
年
津
軽
三
味
線
コ

ン
ク
ー
ル
全
大
会
少
年
少
女
小

学
生
の
部
で
優
勝
し
た
、安
曇
野

市
在
住
の
宮
沢
利り

の

ん
乃
音
さ
ん
を

お
迎
え
し
、津
軽
三
味
線
の
迫
力

シ
ラ
ス
の
だ
し
巻
き
卵
焼
き
な

ど
、料
理
長
の
ア
イ
デ
ア
で
美
味

し
く
、見
た
目
も
美
し
く
、家
で

お
腹
も
ご
満
足
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

楽
し
そ
う
な
会
話
が
弾
み
、と
て

も
賑
や
か
な
時
間
で
し
た
。最
後

に
会
場
の
皆
さ
ん
全
員
で「
生
坂

村
讃
歌
―
山
紫
に
空
は
澄
み

―
」を
歌
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
、楽
し
め
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。皆
さ
ん
の
笑

顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で

き
、と
て
も
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。ご
参
加
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、実
行

委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、「
い
く

さ
か
敬
老
の
日
」に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
大
勢
の
皆
様
、ご
協
力

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ
て
い

る
建
物
が
、解
体
工
事
等
に
よ
り

既
に
無
く
な
っ
て
い
る
場
合
で

も
、課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
と
来
年
度
以
降
も
課
税
対
象

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
課
税
台
帳
か
ら
削
除
す
る
に

は「
建
物
滅
失
届
」の
提
出
が
必

要
で
す
。令
和
五
年
一
月
一
日
以

降
に
建
物
を
解
体
さ
れ
た
方
は
、

令
和
五
年
一
二
月
末
ま
で
に
住

民
課
税
務
係
へ
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

い
く
さ
か
敬
老
の
日
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

い
く
さ
か
敬
老
の
日
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

建
物
を

建
物
を

取
り
壊
さ
れ
た
方
へ

取
り
壊
さ
れ
た
方
へ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
住
民
課
税
務
係

☎
六
九-

三
一
一
一（
代
）

し
た
。
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今
年
度
よ
り
、新
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
二
カ
所
加
わ

り
ま
し
た
。ま
た
、七
月
よ
り
、月

一
回
お
楽
し
み
講
座
を
開
催
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
挑

戦
し
、多
く
の
方
が
ご
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
七
月
七
日
は
初
め
て
の
お
楽

し
み
講
座
で
し
た
。Ｂ
＆
Ｇ
体
育

館
で
障
害
物
競
走
や
新
聞
を
使

っ
た
足
踏
み
六
〇
秒
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
行
い
ま
し
た
。と
て
も
簡
単

な
遊
び
で
す
が
、声
を
出
し
数
を

数
え
た
り
、集
中
力
も
鍛
え
ら
れ

る
ゲ
ー
ム
で
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

八
月
一
八
日
は
新
コ
ー
ス
い
け

ざ
わ
で
し
た
。猛
暑
で
暑
い
日
で

し
た
が
、川
沿
い
で
木
陰
の
多
い

道
な
の
で
涼
し
く
歩
け
ま
し
た
。

ま
た
地
区
の
歴
史
に
詳
し
い
参

加
者
の
方
か
ら
、昔
の
様
子
な
ど

も
伺
い
ま
し
た
。
　

れ
た
姿
勢
を
よ
く
す
る
体
操
や
、

動
物
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な

ど
笑
い
溢
れ
る
講
座
と
な
り
ま

し
た
。

　
九
月
二
〇
日
は
、ブ
ド
ウ
団
地

コ
ー
ス
で
し
た
。旬
の
ブ
ド
ウ
が

実
り
美
味
し
そ
う
な
ブ
ド
ウ
を

九
月
五
日

は
、
お
楽
し

み
講
座
で
し

た
。
松
本
大

学
の
学
生
が

考
案
し
て
く

見
な
が
ら

歩
き
ま
し

た
。

七
月
二
〇
日
は
新
コ
ー
ス
池

田
町
夢
農
場
を
歩
き
ま
し
た
。登

り
坂
が
多
く
と
て
も
疲
れ
ま
し

た
が
、売
店
が
あ
り
、ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
な
が
ら
、木
陰
の

ベ
ン
チ
で
の
ん
び
り
と
休
憩
し

ま
し
た
。

　
八
月
一
日
は
お
楽
し
み
講
座

で
し
た
。参
加
者
の
リ
ク
エ
ス
ト

で
、ボ
ッ
チ
ャ
を
行
い
ま
し
た
。一

球
ず
つ
狙
い
澄
ま
し
丁
寧
に
投

球
し
ま
し
た
。

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、血
液
の

病
気
・
大
き
な
手
術
な
ど
で
血
液

を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
輸

血
を
し
て
日
々
生
命
を
救
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、血
液
は
長
期
保

存
す
る
こ
と
も
、人
工
的
に
造
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、安
定
し
て
医
療
現

場
に
血
液
製
剤
を
供
給
す
る
た

め
に
は
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。そ
こ
で
、次
の

日
程
で
献
血
が
行
わ
れ
ま
す
。皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
日
時
】

　
一
一
月
二
七
日（
月
）

　
午
後
二
時
～
三
時
三
〇
分

【
場
所
】

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

【
献
血
内
容
等
】

・
全
血
四
百
㎖

　
対
象
年
齢

　
一
八
歳
～
六
九
歳

　（
男
性
に
限
り
一
七
歳
か
ら

　
献
血
対
象
に
な
り
ま
す
。）

※
六
五
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い

て
は
、六
〇
歳
～
六
四
歳
の
間

に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限

り
ま
す
。

【
定
員
】

三
〇
名
程

 

　「
１
９
３
カ
ー
ド
」の
対
象
と

な
り
、一
〇
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
ま

す
の
で
カ
ー
ド
が
あ
る
方
は
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

献
血
ご
協
力
の
お
願
い

歩
こ
う
部 

活
動
報
告
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凍り豆腐は牛レバーの 1.5倍の鉄分（牛レバー4mg／100g、凍り豆腐 7.5mg／100g）、牛乳の６倍の

カルシウム（牛乳 110mg／100g、凍り豆腐 630mg／100g）を含んでいます。栄養豊富な食品ですので、

積極的に摂りたいものです。

そこで、今月は「牛肉のアレンジこうや」のレシピをご紹介します。この料理は、少ないお肉でも凍り

豆腐を加えることでボリュームアップし、脂質を減らすことができます。ぜひご家庭でお試しください。

牛肉アレンジこうや
材 料（３人分）

凍り豆腐・・・・・・２枚
牛うす切り肉・・・・150g（10枚）
えのきだけ・・・・・1/4株
小ねぎ・・・・・・・３本
サラダ油・・・・・・小さじ１

【合わせ調味料】
砂糖・・・・・・・・大さじ 1,1/2
しょうゆ・・・・・・大さじ２
みりん・・・・・・・大さじ２
おろし生姜・・・・・小さじ１
だし汁・・・・・・・100ml

作り方
① 凍り豆腐はぬるま湯で戻し、完全に戻った

ら手で絞り水気をとり、１枚を横に６等分
にする。

② 牛肉は８～10㎝に、えのきだけと小ねぎ
は 6㎝長さに切りそろえたら、牛肉で①の
凍り豆腐、えのきだけ、小ねぎを巻く。

③ フライパンに油を敷き、中火で転がしなが
ら全体に焼き色がつくように焼く。

④ Aの調味料を入れ、照りがつき、調味料が
煮詰まるまで煮からめる。

1人分 エネルギー230kcal、たんぱく質 17.1g、脂質 11.8g、カルシウム 84mg、鉄 2.0mg、食塩 2.0g

【食改おすすめコメント】

凍り豆腐を使っているので、味がしっ

かり染みて堪能します。

煮崩れしないように固めに巻くのが

ポイントです。

食生活改善推進協議会★

主菜
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令和５年度の集団健診は

９時～ 時
月 日 金

お問い
合わせ 生坂村役場健康福祉課 ☎

検査内容

国保加入者・
７５歳以上の
皆さん

場所：健康管理センター

血管の状態（動脈硬化の進行度）を知り、脳血管疾患や心臓
病など命に関わる病気を予防するため、１年に一度はご自分
の健康チェックを行いましょう。

歯科健診が午前のみ、無料で受診できます

★大腸がん検診・前立腺がん検診・結核肺がん検診（午前のみ）が同時受診
できます。

★受診料：国保加入者 円（ 歳・ 歳：無料） 歳以上 無料

いずれかで健診受診いただくと、「 ポイント」を
ポイント付与。保健指導を受けると ポイント付与。

健康診断を受け、必要に応じて生活を見直すことで、これからもいきいき
と暮らしていくことができます。
受診を希望される方は、お問合わせください。

上記日程で受診ができない方は、ご自身の都合の良い時に受診できる
「個別健診」も利用できます。
希望される方はご相談ください。

個別健診のご案内
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＜日程および内容＞

◆運動講座について （ 回のみの参加も可能です）

【持ち物】 水分・タオル・１９３ポイントカード・運動のできる服装

【お申込み方法】 月 日（火）までに、役場健康福祉課（健康管理センター）へご連絡ください。

・ どちらに参加されるか、ご希望のコースをお伝えください。

◆生活習慣病予防講座について

【お申込み方法】随時行っています。役場健康福祉課（健康管理センター）へご連絡ください。

内科・整形外科等で治療中の方は、申込み前に主治医にご相談ください
膝や腰など身体に痛みのある方、内科等で治療中の方は、運動が治療の

妨げになる場合があります。

実施日 内 容

運

動

講

座

① ／３０（木） 自分にあった運動で、ＳＴＯＰ動脈硬化！ （ ・ どちらかお選びください）

講師 健康運動指導士 百瀬 みどり氏

〔 〕 のびのびストレッチコース ～全身のコリをほぐして、身体の巡りをよくするストレッチです～

９：３０ ～ １０：３０ 場所 ： 健康管理センター

〔 〕 いきいきエクササイズコース ～免疫力を高める筋トレや、運動を行います～

１０：４５ ～ １１：４５ 場所 ： 健康管理センター

② ／ （木）

③ １／ （木）

④ ／ （木）

⑤ ／ （火）

病
態
講
座

２月上旬 生活習慣病予防講座 場所 ： 健康管理センター

血
液
検
査

３月下旬
運動講座に参加された方を対象に、血液検査・身体計測・血圧測定を行います。

今年の健診結果はいかがでしたか？

「高血圧」「高血糖」「脂質異常」やメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）は、初期にはまったく自覚症

状がなく、放置しておくと動脈硬化を悪化させ、心臓病や脳卒中、腎臓病などの重大な病気を引き起こす可能性

が高くなります。

これらの進行を防ぐには、「体を動かす習慣」と「食べるもの・食べ方」が大切です。

体を動かしたいけど、なかなか始められない方、食生活を見直したい方はいませんか？

回だけの参加でも です どなたでもご参加いただけますので、お気軽にお越しください。

参加無料

 

【お問合わせ】 生坂村役場健康福祉課（健康管理センター）
☎６９－３５００ 担当：腰原

のご案内

生活習慣病を予防しましょう！

 
血圧高め

血糖高め

コレステロール高め

場所 ： 健康管理センター
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一
一
月
九
日（
木
）か
ら
一
一
月

一
五
日（
水
）ま
で
の
七
日
間
、「
火

を
消
し
て
不
安
を
消
し
て
つ
な

ぐ
未
来
」を
全
国
統
一
防
火
標
語

に
、
全
国
一
斉
に「
秋
の
火
災
予

防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、火
災
予
防
意
識
の
一
層
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
、火
災
の
発
生

を
防
止
し
、高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ

る
と
と
も
に
、財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、毎
年
こ

の
時
期
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
今
回
は
、住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍

に
交
換
す
る
。（
本
体
に
点
検

の
た
め
の
ボ
タ
ン
や
紐
が
付

い
て
い
ま
す
。）

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、

部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝
具
、

衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、防
炎

品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
認
し
、備
え
て

お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、地
域
ぐ

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

お
問
い
合
わ
せ

松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署

☎
六
二-

二
九
九
二

で「
お
う
ち
時
間
」が
定
着
し
た

今
、家
族
や
地
域
で
防
火
・
防
災

に
つ
い
て
考
え
る
際
の
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

【
住
宅
防
火

　い
の
ち
を
守
る

　

一
〇
の
ポ
イ
ン
ト
】

四
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

掃
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜

く
。

六
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安

全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使

用
す
る
。（
例
え
ば
揚
げ
物
調

理
時
な
ど
、鍋
底
の
異
常
な
過

熱
を
セ
ン
サ
ー
が
感
知
し
、自

動
消
火
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。）

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期

的
に
点
検
し
、一
〇
年
を
目
安

九
月
の
で
き
ご
と

◎
明
科
う
ま
い
も
ん
市
参
加

　
九
月
二

日
の
午
前

中
、
明
科

公
民
館
前

の
駐
車
場

を
会
場
と

し
て
開
催

さ
れ
た「
明
科
う
ま
い
も
ん
市
」

に
、生
徒
会
と
し
て
ブ
ー
ス
を
出

店
し
ま
し
た
。「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
」は
、水
に
浮
か
ん
で

い
る
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
を
金
魚

す
く
い
の
要
領
で
取
る
も
の
で

す
が
、小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

「
ス
マ
ホ
相
談
会
」で
は
、毎
日

ス
マ
ホ
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

高
校
生
が

講
師
役
と

し
て
、
ス

マ
ホ
の
使

い
方
に
つ

い
て
の
質

問
に
答
え

ま
し
た
。

◎
性
被
害
防
止
講
話

　
九
月
二
八
日
、一
学
年
の
生
徒

を
対
象
に
、
性
被
害
防
止
講
話

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
長
野
県
警
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
の
方
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
、「
ネ
ッ
ト
の
性
暴
力
か
ら

大
切
な
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
守

ろ
う
」と
題
し
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　「
ネ
ッ
ト
性
暴
力
の
防
止
に
つ

い
て
」
お
よ
び「
ネ
ッ
ト
を
楽
し

く
安
全
に
使
う
た
め
に
」の
二
点

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の

大
切
さ
に

加
え
て
、

万
一
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き

込
ま
れ
た

時
に
は
ど

の
よ
う
に

対
処
す
れ

ば
よ
い
か

に
つ
い
て

も
学
べ
ま

し
た
。

（
文
責
　
教
頭
　
倉
下
直
）

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈秋の火災予防運動〉

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り
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五
月
か
ら
九
月
に
全
八
回
行

わ
れ
た
、移
動
教
室「
健
康
応
援

隊
」の
活
動
報
告
で
す
。

健
康
応
援
隊
は
、
各
地
区
公

民
館
を
健
康
福
祉
課
職
員
、い
く

さ
か
大
好
き
隊
が
お
邪
魔
し
て
、

健
康
体
操
や
健
康
講
話
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。今
年
も
ス
マ
イ
ル・

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
ス
タ
ジ
オ
の
天

野
先
生
を
お
招
き
し
、八
地
区
の

公
民
館
で
身
体
の
中
を
動
か
す

体
操
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。久
し
ぶ
り
に
開
催
し
た
公
民

館
も
あ
り
、多
く
の
方
が
参
加
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

身
体
の
中
を
動
か
す
体
操
で

は
、腹
式
呼
吸
の
方
法
、骨
盤
底

筋
の
鍛
え
方（
肛
門
・
尿
道
を
閉

め
る
方
法
）を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。先
生
の
明
る
く
、楽
し
い

お
話
に
、参
加
者
の
方
も
笑
顔
で

取
組
ま
れ
ま
し
た
。一
日
一
回
で

い
い
の
で
、行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。健

康
講
話
で
は
、
お
口
の
健

康
・
歯
磨
き
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ

や
、唾
液
マ
ッ
サ
ー
ジ
方
法
等
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。お
口
の
健
康

は
、全
身
の
健
康
に
も
影
響
し
ま

す
。毎
日
の
歯
磨
き
や
定
期
的
な

歯
科
検
診
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

綺
麗
な
お
口
を
保
て
る
よ
う
に

心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

今
後
の
健
康

応
援
隊
は
、
食

生
活
改
善
推
進

員
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、調
理
実
習
で
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ

ン
グ（
防
災
食
）を
行
っ
た
り
、音

楽
健
康
指
導
士 

藤
巻
先
生
を
お

招
き
し
音
楽
健
康
体
操
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、広
報
い

く
さ
か
、Ｉ
Ｃ
Ｎ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

健
康
応
援
隊

健
康
応
援
隊

活
動
報
告

　

活
動
報
告

　

 

おとな（概ね 15歳以上）の方が対象です。
症状を伺った上、看護師がアドバイスします。

●緊急・重症の場合は迷わず119番通報してください●

急な病気やケガ等で ・救急車を呼ぶか
・病院に行くか 迷ったときには

平 日 ：19時から翌８時まで
土・日・祝日： ８時から翌８時まで

受付
時間

こども（概ね 15歳未満）の場合は

#8000 へ
（受付時間：毎日 19時から翌８時まで）

長野県 HP

長野県救急安心センター 2023年 10月１日（日）午前８時から 運用開始
※ダイヤル回線、ＩＰ電話の場合は、「 」へおかけください。

（相談は無料）７１１９♯ へ

　
遅
れ
て
来
て
さ
っ
さ
と
過
ぎ

去
ろ
う
と
す
る
秋
に「
も
う
少

し
居
る
よ
ね
…
？
」
と
な
ん
だ

か
不
安
な
気
持
ち
に
な
る
こ
の

頃
、
皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
～
奥
山
に
紅
葉
踏
み
分
け
鳴

く
鹿
の
声
聞
く
と
き
ぞ
秋
は
悲

し
き
～
（
猿
丸
大
夫
）

　
秋
の
和
歌
に
詠
ま
れ
る
鹿
。

そ
う
い
え
ば
花
札
も「
紅
葉
に

鹿
」。
イ
メ
ー
ジ
は
持
っ
て
い
て

も
、な
ぜ
鹿
＝
秋
な
の
か
、ず
っ

と
不
思
議
で
し
た
。

　
あ
る
日
の
肌
寒
い
帰
路
、
色

づ
き
始
め
た
山
に
遠
く
か
ら
こ

だ
ま
す
る
甲
高
い
声
。あ
ぁ
、な

ん
て
寂
し
い
…
こ
れ
が
晩
秋
か

と
納
得
。
温
暖
化
と
叫
ば
れ
季

節
感
は
狂
っ
て
も
、秋
の
風
景
は

千
年
以
上
前
の
平
安
時
代
か
ら

変
わ
ら
な
い
も
の
な
ん
だ
と
、生

坂
の
自
然
の
豊
か
さ
を
実
感
し

た
瞬
間
で
し
た
。

　
皆
様
は
ど
ん
な
こ
と
に
秋
の

深
ま
り
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

　
今
月
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。一
一

月
号
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

編
集
後
記

編
集
後
記
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も
ら
え
る
心
強
い
味
方
で
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、両
親
の

他
に
も
愛
情
を
注
い
で
く
れ
、ぬ

く
も
り
と
安
心
感
を
与
え
て
く

れ
る
存
在
で
す
。

　
そ
し
て
祖
父
母
に
と
っ
て
は
、

特
に
男
性
は
、自
分
の
子
ど
も
の

時
に
は
で
き
な
か
っ
た
関
わ
り

が
持
て
、世
代
を
超
え
た
交
流
が

で
き
ま
す
。孫
と
一
緒
で
な
か
っ

た
ら
到
底
行
か
な
い
場
所
に
も

出
か
け
る
な
ど
活
動
の
場
も
広

が
り
ま
す
。子
ど
も
と
関
わ
る
こ

と
で
ス
テ
キ
な
じ
ー
じ
に
な
り

ま
し
ょ
う
。

「
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
」と
い

う
価
値
観
の
時
代
、
男
性
は
自

分
の
子
ど
も
に
か
か
わ
る
時
間

も
取
れ
ず
、そ
れ
こ
そ
家
族
の
た

め
に
必
死
に
働
く
お
父
さ
ん
だ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
分
の
子
育
て
が
終
わ
り
、孫

が
で
き
た
ら
祖
父
母
に
な
り
ま

す
。昔
は「
年
寄
り
っ
子
は
三
文

安
い
」な
ど
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も

あ
り
ま
し
た
が
、今
は
逆
に「
孫

育
て
」は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
よ

う
で
す
。

ま
ず
、
子
育
て
中
の
父
母
に

と
っ
て
は
、子
育
て
を
手
伝
っ
て

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
長
野
県
最
低
賃
金
」が
、令
和
五

年
一
〇
月
一
日（
日
）か
ら
時
間
額

九
四
八
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、対
象
と
な
る
賃
金
は
、

通
常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対

応
す
る
賃
金
で
、臨
時
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
、精
皆
勤
手
当
、通
勤

手
当
及
び
家
族
手
当
な
ど
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
に
対
す
る
賃
金
の
引
き

上
げ
の
環
境
整
備
、雇
用
の
維
持

を
図
る
た
め
の
支
援
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
活
用
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

◆
最
低
賃
金
に
つ
い
て

　
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部

　
賃
金
室

☎
〇
二
六-

二
二
三-

〇
五
五
五

　
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

　
監
督
署
ま
で

◆
助
成
金
に
関
す
る
こ
と

・
業
務
改
善
助
成
金

　
長
野
労
働
局
雇
用
環
境
・

　
均
等
室

☎
〇
二
六-

二
二
三-

〇
五
六
〇

・
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金

　
長
野
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
〇
二
六-

二
二
六-

〇
八
六
六

長野県最低賃金

９４８
効力発生年月日 令和５年１０月１日

（改正前 時間額９０８円）

☆業種・年齢・雇用形態（正社員、パート等）
に関わらず、長野県内で働くすべての人に
適用される１時間当たりの賃金の最低額です。

長野県 キャラク
ター「アルクマ」
長野県アルクマ

時間額

円

長野労働局

男女共同参画男女共同参画
みんなで考えよう！
身近なジェンダー
～ ステキなじーじ ～

第7回

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）

長
野
県
最
低
賃
金
の

長
野
県
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

石
川
　
節
子 

さ
ん（
91
歳
　
下
生
野
）

藤
澤
さ
く
子 

さ
ん（
94
歳
　
上
生
坂
）
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生坂村ホームページ

第
二
五
回
生
坂
保
育
園
運
動

会
が
一
〇
月
七
日（
土
）に
行
わ

れ
ま
し
た
。例
年
よ
り
も
二
週
間

程
遅
い
時
期
で
の
運
動
会
で
す

が
、
今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
長

か
っ
た
の
で
、ち
ょ
う
ど
良
い
時

期
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
運
動
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
の

主
体
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、普

段
の
遊
び
の
中
で
興
味
の
あ
る

こ
と
や
、取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

に
焦
点
を
あ
て「
子
ど
も
た
ち
の

や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
運
動
会
」に
し
よ
う
と
子

ど
も
た
ち
と
相
談
し
な
が
ら

様
々
な
競
技
を
考
え
ま
し
た
。

と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

　
全
体
競
技
で
は
、綱
引
き
の
他

に
、年
長
児
が
企
画
し
て
進
行
も

す
る
競
技「
ば
な
な
鬼
ご
っ
こ
」

を
行
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の

中
で
流
行
っ
て
い
た
鬼
ご
っ
こ
を

競
技
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
、年

長
児
が
年
少
・
年
中
児
に
ル
ー
ル

を
説
明
し
て
子
ど
も
が
主
体
と

な
っ
て
競
技
を
進
め
ま
し
た
。

　
最
後
の
四
・
五
歳
児
混
合
リ

レ
ー
は
、三
チ
ー
ム
で
競
い
合
い

ま
し
た
。各
チ
ー
ム
で
作
戦
会
議

を
し
て
走
る
順
番
を
決
め
、白
熱

し
た
リ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
皆
様
、
お
客
様
に

応
援
さ
れ
て
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
も
晴
れ
や
か
で
し
た
。

（
一
二
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
リ
ズ
ム
で
は
、三
歳
児
が「
ポ

ポ
ポ
ポ
ポ
ー
ズ
」。
子
ど
も
た
ち

が
考
え
た
色
々
な
ポ
ー
ズ
を
披

露
し
た
り
、可
愛
ら
し
い
ダ
ン
ス

を
し
ま
し
た
。

四
歳
児
は「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ

う
た
ん
島
」。
プ
ー
ル
で
色
々
な

泳
ぎ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

様
子
を
表
現
し
た
り
、楽
し
い
曲

想
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。

五
歳
児
は「
Ｍメ

ラ

ｅ
ｌ
ａ
！
」。

赤
と
黄
色
の
旗
を
両
手
に

持
っ
て
友
達
と
息
を
合
わ
せ
て

踊
る
姿
は
さ
す
が
年
長
さ
ん
‼ 

生
坂
保
育
園
運
動
会

生
坂
保
育
園
運
動
会

河本 木
も く

玖 ちゃん（1歳）
大日向／凌さん・優花さん

こんげつの

いい顔

ボールあそび大好き！
わが家の推しメン

コナ
（３ヶ月半・琉球mix）
下生坂 /木内 天晴さん

お
散
歩

 

大
好
き

♥


